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企業で求める人材とは

今年の就職戦線はこれまでにない大変さが予想されていますが、何とかここを乗り切る

ためにも企業がどのような人材を求めているのかしっかり掌握している必要があるでしょ

う。企業回りをした際にお聞きしたり求人に来られた企業さんにお聞きすると決まって次

のような回答を頂きます。

・明るく元気が有りやる気の有る生徒 ・出来たら運動クラブをやっていた生徒

・コミュニケーション（周囲との会話がきちんと出来る）能力がある生徒

・我慢が出来、簡単にへこたれない生徒 ・協調性のある生徒

・基本的生活習慣が身に付いている生徒 ・社会常識のある生徒 等々

勿論ある程度の学力（能力）は求められますが、単に学校の成績だけではなく、人間社

会の中で上手く周囲とやっていかれる人材を求めているものと思います。特に運動系クラ

ブの生徒をという背景には、そうしたクラブの経験者は人間的な強さと集団の中で上手く

立ち振る舞える能力を身につけているだろうという期待からのものでしょう。

如何に成績が良くても、静かに押し黙り周囲にとけ込めなかったり、ちょっとした困難

に落ち込んでしまい、周囲と上手くやっていけないようなタイプでは困ります。まして「ち

ゃらんぽらんで、能力もなく中途半端な生徒はいらない」ということになるでしょう。

果たして今の自分は会社から見てどのような人間なのかをもう一度自分自身で見つめ直

し、もし欠けていると思われる部分に気がついたならば、少なくとも就職試験までに少し

でも自分を変える努力が必要でしょう。そうでないと今年の就職戦線は超買い手市場であ

り、他校生との比較で確実に選別で落とされるでしょう。

ともあれ面接はどこの企業でも重視されます。今から面接対策を少し心がけましょう。

どう会社を絞り込むか？
今年の求人企業はまだ出そろってはいませんが、当面今週中にはほぼ

主だったところは出そろうと思います。しかし昨年に比べて求人数はか

なり限られ、自分の受けたいところがないという現実に悩む生徒も多い

と思います。しかし少なくとも第１次分としてはこの中から選ばざるを

えません。来週 16 日からは懇談会となりますし、16 日には安定協会に

夏休み中の企業見学の希望調査の結果を報告しなくてはなりません。従っていつまでも悩

み続けたり、次の会社が出てくるのを待ち続けるという状況にもありません。勿論まだ全

員が選べるだけの求人数に達していないため選択のしようがない生徒もあり得ます。

校内選考時はある程度成績の上位の生徒から決めていくことにならざるを得ないと思い

ます。自分が行きたい会社がある生徒は総合的判断の下に希望を出してください。問題は

あまり気の進むところが無い生徒でも今年の場合はせっかく求人の出ているところを開け

ておくのもどうかと思いますので、ある程度良いと思ったらそこに希望を出して欲しいと

思います。自宅から近いところばかりでなく多少の距離は我慢をせざるを得ないと思いま

す。場合によれば飯田や諏訪地域もしくは県外の企業も検討する必要があるかもしれませ

ん。 親ともよく相談しとりあえず 2、3 の候補を絞り出してください。
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